
コンピュータサイエンス入門 実習用準備編 

内容 １．Windows ユーザーのために 

 

 
２．Mac ユーザーのために 

 この講義では実習で Ruby のプログラムを作って動かしてみます．
そのためには，自分の PC にプログラミングをするための道具
（ちょっと，カッコいい言い方ではプログラミング環境）が必要です． 

 具体的には，次の２つの道具が必要になります． 

 (1)  プログラムをタイプしたり編集したりする道具：テキストエディタ 

  (2)  Ruby 言語で書かれたプログラムを実行する場所： 

     Windows では，コマンドプロンプト，Mac では，ターミナル 

このスライドでは，これらをインストールして準備する方法を説明しま
す．また，コマンドプロンプト（もしくはターミナル）の基本的な使い方
についても説明します． 

※実習の説明では Mac を利用します．でも，この説明を読んで 

   準備すれば，ほとんど大差なく使えるはずです． 



基本編 

Windows10 が動いているＰＣを使っている人のために，以下の道具
をインストールする方法を説明します． 

(1) プログラムを編集するためのテキストエディタ． 

(2) Ruby を実行する環境，コマンドプロンプト． 

     → (3) Windows と Mac の違いについて 

※初心者・取り敢えず派向けの説明です．本格的に Linux 風の環境を準備したい人は 

    番外編をご覧ください． 

1. Windows ユーザーのために 
※ 

(1) テキストエディタ Notepad++ （インストール等の時間 30分程度） 

実習等でプログラムやデータを見たり，編集するための道具です．ＰＣにインストー
ルされているワード Word やメモ帳を使っても構いませんが，プログラミング用にも
う少し便利なテキストエディタとして Notepad++ をインストールして使ってみましょ
う． 

（実習では，Mac 上で Cot Editor を使います．それと使い方は似ていてお金のか
からない Notepad++ を選びました．） 



※2019年6月時点での情報です． 

    画面はあくまで例です． 

ここでの準備作業を含め，実習など，本講義でＰＣを使うときはすべて，デスクトッ
プモードで（デスクトップを拠点として）作業します． 

・初期画面から → の所をクリックしてデスクトップモードにする． 

0．デスクトップモードで作業 

Desktop をクリック 

こんな画面に 

（背景色はPCの設定で異なる） 

(1) テキストエディタ Notepad++ のインストール (1/9，全約30分) 



1．ウェブで Notepad++ のページからダウンロード 

・ブラウザで Notepad++ のホームページ http://notepad-plus-plus.org へ 

(1) テキストエディタ Notepad++ のインストール (2/9，全約30分) 



・多くのＰＣは 64bit 版※なので，画面を少し下に進み，下のメニューでダウンロード． 

※確認の方法はウェブ「PC ビット」で調べて下さい． 

ここをクリック→「実行」 

※ダウンロードして実行（次の画面が出る）まで少し待ちます． 

(1) テキストエディタ Notepad++ のインストール (3/9，全約30分) 



・途中，次のような表示や，「次のプログラムにこのコンピュータへの変更を許可 

 しますか？」という表示が出る場合があるが，「実行」や「はい」をクリック． 

※以下，このような説明は省略します． 

(1) テキストエディタ Notepad++ のインストール (4/9，全約30分) 

こんな表示が出てきたら 

無事，インストール開始． 

以下，画面の指示に従っ 

て，進む． 

２．インストール開始 



・この画面で「完了」 

(1) テキストエディタ Notepad++ のインストール (5/9，全約30分) 

ここのチェック
をはずしておい
た方がよい 

・デスクトップ上にこのようなアイコンができていれば無事完了． 

ここを「クリック」 



・Notepad++ を試しに使ってみよう． 

３．試しに使ってみる 

(1) テキストエディタ Notepad++ のインストール (6/9，全約30分) 

Notepad++を「クリック」 

デスクトップ上に，実習用のファイル群（例：kadai1.zip）を 

ダウンロードし，展開（解凍）しておく． 

編集画面が出てくる 



(1) テキストエディタ Notepad++ のインストール (7/9，全約30分) 

クリック→「開く」 

こんな画面が登場 

※設定によって見え方は異なります．肝心なのは，Desktop があること． 

    無い時は PC を探してクリックし，Desktop を出します． 



・編集したい・中身を見たいファイルを開く． 

(1) テキストエディタ Notepad++ のインストール (8/9，全約30分) 

クリック 

クリック 

クリック 

add.rb が開く 



(1) テキストエディタ Notepad++ のインストール (9/9，全約30分) 

・編集作業などをする．※あとは実習で使う Cot Editor とほぼ同じです． 

現在開いているファイル名が出ている 

終わりにするときは，
ここをクリック． 



(2) Ruby 環境のインストール（1/5，全45分程度） 

0．デスクトップモードで作業します 

※2019年6月時点での情報です． 

    画面はあくまで例です． 

1．ウェブで RubyInstaller2 のページからダウンロード 

・ブラウザで 次のホームページ https://rubyinstaller.org/downloads/ へ 

※これは 64bit 版ＰＣ用．確認の方法はウェブ「PC ビット」で調べて下さい． 

クリック→「実行」 

※ダウンロードして実行（次の画面が出る）まで5分以上待ちます． 



(2) Ruby 環境のインストール（2/5，全45分程度） 

1．インストールを実行 

「I accept the License」 

→「Next」 

「Install」 

「Next」 

・以上，一連の動作でインストールを始め，終わりまで待つ． 



(2) Ruby 環境のインストール（3/5，全45分程度） 

2．コマンドプロンプトの環境設定 

・インストールが終了し 

 設定作業の画面が自動的に開く． 
「Finish」 

※結構時間がかかります（10分間程度）． 

    その間はＰＣに触らない方がよいです． 

    途中で止まってしまったように思える 

    時に「Enter」を押すくらいは OK です． 



(2) Ruby 環境のインストール（4/5，全45分程度） 

3．試しに使ってみる 

・スタートメニューの中で「「Start Command Prompt with Ruby」を探しクリック． 

※見つからない時はここに Start Command Prompt with Ruby 

    とタイプして「Enter」 

コマンド・プロンプト画面が出る 



(2) Ruby 環境のインストール（5/5，全45分程度） 

・コマンドプロンプト上で，Ruby のプログラム add.rb を動かしてみる 

※Desktop 上に，kadai1 というフォルダーをダウンロードし 

    てきて展開してあることを想定． 

ここに命令をタイプする．たとえば 

・「dir 」とタイプし Enter  

 ⇒ 現在のフォルダ（お部屋）中のファイル達の 

   名前の表示（Desktop があるはず） 

・「cd Desktop」とタイプし Enter 

 ⇒ Desktop というお部屋に進む 

・「dir」とタイプし Enter 

 ⇒ Desktop のお部屋中のファイル達の名前 

   の表示（kadai1 があるはず） 

・「cd kadai１」とタイプし Enter 

⇒ kadai1 というお部屋に進む 

・「dir」とタイプし Enter 

⇒ kadai1 のお部屋中のファイル達の名前 

  の表示（add.rb があるはず） 

・「ruby add.rb」とタイプし Enter 

⇒ プログラム add.rb の実行．加算したい２つ 

  の数を入力（１つずつ Enter キーを押す）  
※実習では，ホーム（Windows では 

    Desktop）上に cs という部屋を作り， 

    そこに各課題用の小部屋を作り，そ 

    の中で実習をします．詳しくはビデオ「実習の準備」を参照して下さい． 



(2) Ruby 環境のインストール（おまけ） 

コマンドプロンプトの画面の変更方法 

・ウィンドウや文字の大きさを変えたいときは 

枠の所で右クリック 

「プロパティ」をクリック 



(3) Windows と Mac の違いについて 

1．Windows とは，Mac とは？ 

※実習の説明では Mac を利用します．でも，(1), (2) の準備がすんで，以下に説明する 

    違いをわかっていれば，同じように使えます．（ビデオ「実習の準備」を見て下さい．） 

Windows とか Mac というのは OS（オーエス）の略称．コンピュータ上でソフトを
動かすための枠組みのこと．正確には，たとえば Windows10 とか，macOS 

Mojave など，版がことなるものがある．なお，Windows は，多数のコンピュータ
で使用されているが，Mac はアップル社のコンピュータ Macintosh 上でのみ使
われている．  

2．基本用語対応表 

Windows と Mac でよく使われている基本用語の対応を以下に示す．  

Windows Mac 解  説 

フォルダ 
folder 

ディレクトリ 
directory 

ファイルを入れておく場所．本講義では「お部屋」と呼ん
でいる．Windows, Mac で両方の呼び方を使う場合もある． 

デスクトップ 
Desktop 

ホーム 
home 

各自の仕事の拠点となる「お部屋」． 

エクスプローラー ファインダー  
ディレクトリの中を見たりファイルを移動させる時に使うソ
フト．Windows ではフォルダを開くと自動的に使われる． 

コマンドプロンプト 
Command Prompt 

ターミナル 
Terminal 

コンピュータへの命令（コマンド）を入力して実行するため
の場所．一般的にはシェルと呼ばれている． 



(3) Windows と Mac の違いについて 

3．コマンドプロンプト上の基本命令 

以下は，コマンドプロンプト（Mac ではターミナル）上でよく使われる基本命令． 
紫字で括弧に入っているのが Mac での名称．以下のように，基本命令では dir 

と ls しか違わないので，その点だけ注意すれば大差なく使える． 

命令  使用例  意  味  

mkdir mkdir kadai2 kadai2 という部屋（フォルダ（ディレクトリ））を作る 

cd cd kadai2  kadai2 という部屋に入る 

  cd .. 上の（大きな）部屋に戻る 

  cd ../.. 上の上の部屋に戻る 

dir  (ls)  dir その部屋にあるファイルを表示する 

rm rm  foo.rb foo.rb を消す（戻らないので注意） 

※ビデオ「実習の準備」では，ホーム（Windows ではデスクトップ）上に cs という部屋を 

    作って，そこに各課題のフォルダ（小部屋）を移動させてきて，その中で実習を行う 

    準備をします．デスクトップは，仕事の拠点なので，このように用途にあわせて部屋 

    （フォルダ）を作って整理しておきましょう．デスクトップを見ると，その人の仕事柄が 

    わかる，とも言われています． 



番外編（その１） 

※今後，Ruby 以外にも本格的に Linux 風の環境を準備したい人のためのものです． 

    基本編の (2) に相当する部分です．基本編「 (1) テキストエディタ」については，基礎編 

    を参照するか，好みのものをインストールして下さい．番外編は（その１）と（その２）を用 

    意しました．どちらか１つで十分です．（その１）の方が比較的簡単です． 

1. Windows ユーザーのために 

Cygwin 環境（含：Ruby）のインストール 
※2019年6月時点での情報です． 

Cygwin とは，Unix（もしくは Linux）風のシェル（コマンドプロンプト）を提供するた
めのソフトウェアツール群である．非営利団体が配布している無料ソフトウェア． 

1. Cygwin をダウンロード＆インストールする （全1時間） 

・ https://www.cygwin.com/  

 → 「Install Cygwin」 

・ファイルをダウンロード 

クリック 

「保存」▼ 

「名前を付けて保存」 

デスクトップを指定 



番外編（その１） 1. Windows ユーザーのために 

・ ダウンロードしてきた setup.exe を実行し，ダウンロード＆インストールを実行． 

Download Site の選択では 

http://ftp.jaist.ac.jp  を選ぶの
が無難な選択の１つ． 

Package の選択では，Ruby カテゴリーを 

Default から Install に変える．（表示を拡大
化してやった方がよい．） 

※次々と「次へ」など先に進める 

     ボタンをクリックしてＯＫ． 



番外編（その１） 1. Windows ユーザーのために 

※ちなみに，デスクトップに 

    生成されたこれらは不要 

    なので整理しましょう． 

2. コマンドプロンプトを利用するための設定 

・ 設定したプログラム群の場所を確認（この例では C:¥cygwin64¥bin） 



番外編（その１） 1. Windows ユーザーのために 

※詳細設定が出ないときは 

     この画面で検索します． 

・ システム環境変数の Path に上記の場所を追加． 

 画面左下の    を右クリック → 「システム」 → 「詳細設定」 

「新規 (N)」で 

C:¥cygwin64¥bin 



番外編（その１） 1. Windows ユーザーのために 

※詳細設定が出ないときは 

     この画面で検索します． 

・ システム環境変数の Path に上記の場所を追加． 

 画面左下の    を右クリック → 「システム」 → 「詳細設定」 

「新規 (N)」で 

C:¥cygwin64¥bin 



番外編（その１） 1. Windows ユーザーのために 

※ピン止めしておくと 

    便利でしょう． 

・ コマンドプロンプトで動作確認． 

 画面左下の検索で「コマンドプロンプト」を検索． 

※たとえば 

   ls 

   cd Desktop 

   ls 

   ruby -v 

などを実行してみましょう． 

※コマンドプロンプトの使い方などもあるので，基本編 (3) も見ておいて下さい．  



番外編（その2） 1. Windows ユーザーのために 

WSL  (Windows Subsystem for Linux) とは Linux 風の環境を Windows 上で
実現するための枠組み．Windows10 から使えるようになった．これを使って 

Ruby を使う環境を用意する．具体には以下の手順で進める． 

1. WSLを使えるようにする． 

2. Ubuntuをインストール． 

3. 手作業でソフトをインストール 

  ・ rbenv （Ruby環境構築のためのプログラム） 

     ・ ruby-build（Rubyのインストールを簡単にするためのプログラム） 

     ・ Ruby本体をインストール． 

※今後，Ruby 以外にも本格的に Linux 風の環境を準備したい人のためのものです． 

    基本編の (2) に相当する部分です．番外編（その２）は，マイクロソフト社が提供する 

    機能を使うものです．インストールに数時間はかかります． 

WSL を使った環境の準備 
※2019年6月時点での情報です． 



1. WSLを使えるようにする 

番外編（その2） 1. Windows ユーザーのために 

・ コントロールパネル → 「プログラムと機能」 

   → 「Windowsの機能の有効化または無効化」 

   → 「Windows Subsystem for Linux」にチェックを入れて「OK」 



2. Ubuntsu をインストール （全 30 分間） 

番外編（その2） 1. Windows ユーザーのために 

・ Microsoft Store を開き「ubuntsu」を検索し，インストール． 

・ インストール後，スタートメニューで 

   「ubuntsu」を検索し，実行． 

・ username, password を登録． 



# アップデートの実行 

sudo apt-get update 

sudo apt-get upgrade 

 

# ruby-buildのために必要なパッケージのインストール 

apt-get install autoconf bison build-essential libssl-dev libyaml-dev libreadline6-

dev zlib1g-dev libncurses5-dev libffi-dev libgdbm5 libgdbm-dev 

 

# rbenvのインストール 

git clone https://github.com/rbenv/rbenv.git ~/.rbenv 

 

# PATHの設定 

echo 'export PATH="$HOME/.rbenv/bin:$PATH"' >> ~/.bash_profile 

echo 'eval "$(rbenv init -)"' >> ~/.bash_profile 

source ~/.bash_profile 

3.手作業でソフトをインストール （全１時間半） 

番外編（その2） 1. Windows ユーザーのために 

・ 以下を順にタイプして実行する．   

※参考：https://github.com/rbenv/rbenv#basic-github-checkout 

     https://qiita.com/cocoabreak/items/fd51b366cf18e2714240   

※# の行は説明です．それ以外の行を順にタイプ（もしくはコピペ）します． 

    かなりの時間のかかる処理もあります．   

改行しないで 

１行で 



# ruby-buildのインストール 

$ mkdir -p "$(rbenv root)"/plugins 

git clone https://github.com/rbenv/ruby-build.git "$(rbenv root)"/plugins/ruby-build 

 

# 診断用プログラムの実行 

curl -fsSL https://github.com/rbenv/rbenv-installer/raw/master/bin/rbenv-doctor | 

bash   

番外編（その2） 1. Windows ユーザーのために 

改行しないで 

１行で 

Checking for `rbenv' in PATH: /usr/local/bin/rbenv 

Checking for rbenv shims in PATH: OK 

Checking `rbenv install' support: /usr/local/bin/rbenv-install (ruby-build 20170523) 

Counting installed Ruby versions: none 

  There aren't any Ruby versions installed under `~/.rbenv/versions'. 

  You can install Ruby versions like so: rbenv install 2.2.4 

Checking RubyGems settings: OK 

Auditing installed plugins: OK 

このように，Ruby versions: none 以外
すべて OK が出ればＯＫ． 



# インストールできるrubyの確認 

rbenv install --list 

 

# 安定版の2.6.3（2019/5/23現在）をインストールする 

rbenv install 2.6.3 

 

# rbenvにrubyのバージョンを指定する 

rbenv rehash 

rbenv local 2.6.3 

番外編（その2） 1. Windows ユーザーのために 

※以降は，ubuntsu を実行すれば，コマンドプロンプトと同様のものが出てくるので 

    その上で Ruby プログラムなどが実行できます． 

※コマンドプロンプトの使い方などもあるので，基本編 (3) も見ておいて下さい．  



Mac ユーザーは，プログラムを編集するためのテキストエディタを準
備すれば十分です．以下では， 

(1) テキストエディタのインストール 

(2) Ruby プログラムを実行する場所（ターミナル）の基本説明 

を述べます．あとの操作は最初の実習のセッションで説明しますので，
それを見て下さい． 

２. Mac ユーザーのために 



1．App Storeを開き， 「CotEditor」を検索 

(1) テキストエディタ CotEditor のインストール (1/3，約15分) 
※2019年6月時点での情報です． 

    画面はあくまで例です． 

検索から「CotEditor」と入力 



2．ダウンロード＆インストール 

(1) テキストエディタ CotEditor のインストール (2/3，約15分) 

「入手」をクリック 

「Appをインストール」に変わるので 

再びクリック 

・ 「入手」「Appをインストール」をクリックし，しばらく待つ． 



3．起動してみる 

(1) テキストエディタ CotEditor のインストール (3/3，約15分) 

「開く」をクリック 

Dock（デスクトップの下か横にあるアイコンの集団）の 

CotEditorを右クリックし，「オプション」→「Dockに追加」 

をチェックすると，次回以降Dockから簡単に探せる． 

※ CotEditorが開けたら，インストール作業は完了です．使い方については最初の実習で 

     説明します． 

・ 「開く」をクリックし，CotEditor を起動させる． 



Windows とか Mac というのは OS（オーエス）の略称．コンピュータ上でソフトを
動かすための枠組みのこと．正確には，たとえば Windows10 とか，macOS 

Mojave など，版がことなるものがある．なお，Windows は，多数のコンピュータ
で使用されているが，Mac はアップル社のコンピュータ Macintosh 上でのみ使
われている． ターミナル（Terminal）とは，コンピュータへの命令（コマンド）を入力
して実行するための場所のこと．一般的にはシェルと呼ばれている． 

(2) ターミナル上の基本命令について 

2．ターミナル上の基本命令 

実習でも説明するので，ここでは，ごく基本の命令についてまとめておく． 

命令  使用例  意  味  

mkdir mkdir kadai2 kadai2 という部屋※を作る 

cd cd kadai2  kadai2 という部屋に入る 

  cd .. 上の（大きな）部屋に戻る 

  cd ../.. 上の上の部屋に戻る 

ls  ls その部屋にあるファイルを表示する 

rm rm  foo.rb foo.rb を消す（戻らないので注意） 

1．ターミナルとは，そもそも，Mac とは？ 

※ フォルダとかディレクトリと呼ばれるもの．本講義では比ゆ的に「部屋」と呼んでいる． 


